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令和3年度  事 業 報 告 書 
 

  2021年 4月1日から   2022年 3月31日まで 

 
 特定非営利活動法人日本ピーススマイル協会  
１ 事業の成果 
・コロナ禍が続き、試行錯誤を重ねたが、コロナ前のような活動ができなかった事業があり、一方でコロ
ナ禍ゆえにメンタル不全を防ぐための新たな活動も様々始められた。 
・出前授業の実施校は0校。当団体としても自重し、過去の実施校など学校への働きかけを行わなかった。 
・一方、心の育成事業でのユースイベントを中心に、オンラインで自己肯定感を高めるワークショップを
ほぼ毎月実施し、214人に実施できた。ユースイベントは、全労済のcoop地域助成を受け、2泊3日間のサマ
ーキャンプ（オンライン）も初めて実施できた。 
前年度同様、オンラインでも満足度や自己肯定感向上の効果は9割以上で、全国からの参加者を得られた。 
・育児世代サポートや虐待防止の啓発においては、前年度に続きＷＡＭからの助成を受け、子育て講座や
啓発シンポジウム、研修を実施できた。報告書を自殺・虐待防止関連の行政や団体200か所に配布した。 
・クラウドファンディングや東京都の自殺地域対策強化の助成認可を受け、東京都新宿区にて青少年の無
料居場所カフェと、オンラインでの悩み相談を開始することができた。LINEでの相談内容は、まだ数は多
くないものの、もやもやした軽いものからLGBTQ関連や希死念慮と多岐にわたった。 
・上記のように精力的に活動し、活動の幅が広がると同時に、オンライン疲れなのか2022年に入ってから
オンライン参加者は減少した。また、新規活動等は自主運営に向けた収益化にまだ時間がかかると思わ
れ、個人や企業の寄付や会員増は継続した努力が求められる。 
 
２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業 
 

 
（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の金
額（千円） 

 

 心の育成を促
進する事業 

学校での自己肯定感を養う
ワークショップ授業の実施
と各機関への広報。 

通年 都内及び全国
各 地 の 小 中
高、大学 

4人 0人 0 
 
 
 

同上 青少年対象の主催イベント
実施（講座、ユースディス
カッション、ボランティア
等） 

通年 
（計13回） 

オ ン ラ イ ン
（一回都内） 

18人 主に全国の 
青少年 
のべ208人 

842 
 

同上 10代・青少年向け無料居場
所カフェ事業 

8月から毎月
週1回 
（計26回） 

東京都新宿区
社会福祉法人
サンの家カフ
ェ 

8人 主に新宿区近
隣の10代～小
大学生 
のべ135人 

487 

 同上 自己肯定感を高める子育て
支援講座実施 

7月から毎月 
計8回 

オンライン 6人 子育て中の親
のべ58人 

284 
 

 同上 各種教育系イベントへの出
展、参加 
→未来の先生展 

8月 オンライン 4人 主に全国の教
育関係者20人 

25 

 自殺・うつを
予防する事業 

企業への啓発活動。シンポ
ジウムと研修による職場改
善と家庭での虐待防止 

通年（報告
会含め7回） 

都内及び全国
各地 

12人 人 事 、 経 営
者、関係法人
の従業員など 
のべ112人 

1846 
 

 同上 講師派遣 
 

通年 西東京市、新
宿区（2回） 
ラジオ（全国
放送） 

3人 依頼団体の会
員や社員等 
55人、不特定
多数の視聴者 

20 



 同上 オンライン相談窓口 11月から毎
月週3日 

オンライン 3人 主に東京都の
10代～大学生
のべ44人 

596 
 

 同上 動画で自殺・うつを予防す
るコンテンツ作り 

通年 主に事務所 4人 全国不特定多
数の若者 

150 
 
 
 
10  同上 ネットワーク構築事業 

研修やフォーラムへの参加 
2022年1月・
2月：CAP子
どもの虐待
防止研修 

オンライン 8人 スタッフおよ
びボランティ
ア・関心ある
人10人 

80 

        

        

 
（２）その他の事業 

 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費の 
金額 

（千円） 

 

      

      

   


